
鶏卵市場隔離の価格効果の計測   

一発卵生産着の対応を考慮した場合－  

武  部  隆  

1 は  じ  め  に  

本稿では，前稿（「価格発見過程モデルによる鶏卵の市場隔離経済効果の計測」，『農業計算学  

研究』第10号，1977年）のテーマであった市場隔離の価格効果を，改めて計測しなおすことに  

する。「市場隔離が実施されたおかげで，昭和49年の現実の全農（東京）卵価は年平均にして，  

それがなかったときよりも20円高かった」ということが，前稿で導かれた結論であった。しか  
●●●  

し，そこでの価格効果は，むすびのところでのペておいたように，市場隔離がなかった場合の  

昭和49年の秋から冬にかけての中央鶏卵センターへの入荷量が，市場隔離がなかった場合の春  

先の価格低下によっても影響されないものと仮定されて導出されていた。実際，昭和49年に，  

自主ならびに事業団調整保管，それに液卵公社の市場介入がまったく行なわれずに，卵価が現  

実値以上に大幅に下がっていたとするならば，鶏卵生産者の生産意欲に階層どとの変化がおこ  

り，昭和49年の秋から冬にかけての大幅な生産量の減少と，より一層の高卵価がもたらされて  

いたかもしれず，そのことを考慮すると前稿で導かれた価格効果は一次的接近にすぎなかった  

といえる。   

そこで本稿では，価格変化に基づく生産量の変化をも充分考慮して，全農（東京）における  

市境隔離の価格効果をより精確に求めなおそうとする。そのためには，階層別年次鶏卵供給モ  

デル（以下「年次鶏卵モデル」と略称する）をも併せて用いるが，この年次鶏卵モデルがきわ  

めてうまく接合しうることが以下の論述のなかで明らかにされるであろう。  

2 年次鶏卵モデルについて1）  

年次鶏卵モデルの作成とその現実的適応性についての詳細は，「階層別年次鶏卵供給モデル  

の作成」（『鶏卵の需給構造に関する調査研究報告書（Ⅰ）』全国鶏卵価格安定基金，1977年所  

収）を参照されたいが，モデルの骨子だけを簡単に要約しておこう。   

鶏卵生産者の階層分類や階層どとの意思決定の問題をひとまず考慮の外において，ある時点  

における「1戸当り成鶏めす飼養羽数」と「成鶏めす飼養戸数」を出発点とすれば，まずこれ  

ら2指標から「成鶏めす飼養羽数」がえられる。そしてそれをもとに年間の「鶏卵生産量」が  
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生産係数を介して導出されると，年々の鶏卵需要に応じて「主要都市平均鶏卵卸売価格」が形  

成される。年間の「1戸当り養鶏部門所得」は「1戸当り養鶏部門経営費」が控除されること  

により算出されるが，鶏卵生産者はこの1戸当り養鶏部門所得をめぐって行動を起こすものと  

想定される。まず欝1に，この指標は翌年の「成鶏めす飼養戸数」に影響を及ぼす。都市勤労  

者との所得闇路差の拡大は，飼養戸数の減少をもたらすことになるだろう。欝2に，養鶏経営  

を維持し続ける生産者は，余儀なく規模の拡大をせまられることになろう。このようにして，  

翌年の「成鶏めす飼養戸数」と「1戸当り成鶏めす飼養羽数」の2指標が導出され，年次鶏卵  

モデルは一巡する。   

以上が年次鶏卵モデルの骨子であるが，そこでは鶏卵生産者がひとまとめにして説明され  

た。鶏卵生産者を3つの階層に分類し，それぞれの階層についての平均的生産者の対応を考慮  

している年次鶏卵モデルの全貌は，第1図に示される。ここでは，システム・ダイナミックス  

の要領にしたがい，正方形でレベルを，パルプ記号でレー トを表わしている。なお，一部の正  

方形や円形に斜線を施したのは，3つの階層を一括して図示していることを明示するためであ  

る。   

1）年次鶏卵モデルは文字どおり年次モデルだが，鶏卵生産費年度（前年の8月1日から7月31日まで）   

をモデル年度としている。これはモデル作成上，農家養鶏のみを対象とした鶏卵生産費調査に依存せぎ   

るをえないという技術上の制約からである。この年次鶏卵モデルの大きな特徴はつぎの2点である。①   

鶏卵生産者の立場に立った主観的モデルであること。つまり鶏卵生産者の増羽や脱落・廃業が鶏卵生産   

者の経営日額とともにモデルに組み込まれていること。⑧鶏卵生産者が3つの階層に分けられているこ   

と0つまり鶏卵生産者が，養鶏部門所得が農家所得に大きな比重をもたない階層（階層Ⅰ），養鶏部門所   

得だけでは生活が少し苦しい階層（階層Ⅱ），養鶏部門所得だけで生活が可能な階層（階層Ⅱ）の3．種類に  

分けられていること。  

3 年次鶏卵モデルによる鶏卵生産費年度50年の鶏卵予想生産土の導出  

まず年次鶏卵モデルを用いて，市場隔離がなかったとした場合の鶏卵生産費年度50年（昭和  

49年8月1日から50年7月31日まで）の鶏卵予想生産量を，市場隔離がなかった場合の前鶏卵  

生産費年度の主要都市平均推定卵価（札幌，東京，名古屋，大晩 広島，福岡の鶏卵卸売価格  

の単純平均）に基づいて導出することが出発点となる。ここで第1に問題になるのは，鶏卵生  

産費年度49年の主要都市平均推定卵価がいくらであったかということである。 

いま前稿の第4衰から，粥＝0．5，J＝3の場合について，市場隔離がなかった場合の鶏卵生  

産費年度49年の全島（東京）卵価が，同年度の現実卵価より年平均でいくら低かったかを計算  

すると，約柑円であることがわかる。市場隔離がなかったため価格暴落が生じ，家計費の多く  

を鶏卵部門所得に頼っている生産者がすばやく増羽しても，それの影響が実際に鶏卵生産の変  

化として現れるのは鶏卵生産の技術的性格から少くとも半年先にならぎるをえないこと，また  
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卵価が急に悪くなったからといって即座に鶏卵生産をやめてしまう生産者はそれほど多くない  

と予想されること，これらのことを考慮すると，市場隔離がなかった場合の昭和49年1月から  

7月にかけての中央鶏卵セン昇十への入荷量は，市境隔離が実施されたと・きのそれと大きく異  

らないと予想されることから，上記18円という値は大きく修正される必要はないといえる。   

しかしながら，全農（東京）卵価の年平均18円の低落がそのまま主要部市平均卵価に同額の  

低落をもたらしたかどうかについては明確な解答はえられない。ただいえること私室要都市  

平均卵価の落ちこみの方が全農（東京）卵価のそれよりも小であるということである。そこで，  

市場隔離の影響を受けた鶏卵生産費年度49  

年の主要都市平均現実卵価（246円）が，市  

場隔離がなかったために4円，6円，8円，  

10円，それに12円それより安かったと仮定  

した5つの場合を想定して，それらのおの  

おのの場合における翌鶏卵生産費年度の鶏  

卵生産量を年次鶏卵モデルで予想すること  

にする引。これらの予想生産量は第1表に  

示されるさ）。   

欝1表の最上行の実績値のところは現実  

第1裏 年次鶏卵モデルによる生産量の予想  

の，したがって市場隔離の影響を受けた主要部市平均卵価と翌年の実際の生産量が示されてい  

るが，3行目からは主要都市平均推定卵価の5つの場合のおのおのについて，注2）の如く修正  

された仮定を年次鶏卵モデルに加えることによって導出された翌年の予想生産量が示されてい  

る。これらの予想生産量の正当性は2行目から裏付けることができる。2行目は修正された仮  

定を加えた年次鶏卵モデルに，実績値である鶏卵生産費年度49年主要都市平均卵価246円を使  

用すると，翌年の予想生産量が1，775，】02トンになることを示しており，実績生産量1，775き180 

トンと大きく異らないことを教えている。   

2）鶏卵生産費年度亜年から50年に移る陰に，年次鶏卵モデルに組み込まれた仮定が若干修正される必要   

がある。昭和49年は鶏卵の生産調整が具体化されたときであり，とくに階層ⅠとⅡの生産者への心理的   

影響は大きかった。そのため，年次鶏卵モデルにおける増羽に関する仮定に，つぎのような修正を加え   

る。階層Ⅰの鶏卵生産費年度50年の1戸当り実現羽数は49年の1戸当り羽数と同じである0階層Ⅱの50   

年の1戸当り実現羽数は49年の実績羽数の1・3倍を超えることはないし，また減少することもない0階   

層Ⅰ＝こついては従来どおりとする0  

3）鶏卵生産費年度亜年から50年にかけての階層別脱藩関数，ならびに階層別廃業関数には，第2表にみ   

られるシフト億を与えた。もちろん，これらマイナスのかなり大きなシフト値も，社会・経済的，制度   

的要因で説明づけることができる。それは欝1に経済界が不況の底にあり労働市場における需要カが小   

さかったことであり，欝2に卵価安定基金加入生産者が積立金を上回る補てん金を受け取ったことであ  

る。  
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第2表 階層別脱落関数と階層別廃業関数の鶏卵生産費年度49年のシフト値  

ヰ 全景中宋鶏卵センターへの月別予想入荷生の導出   

●●  つぎに，市場隔離がなかったならば中央鶏卵センターへの月別入荷量がどのようになってい  

たであろうかという点について考察しよう。まず，昭和49年の市場隔離がなかったならば全農  

（東京）卵価したがって主要都市平均卵価が暴落したことを通じて，中央鶏卵センターへの月  

別入荷量の変化が何月ころから影響を受け始めるかという点であるが，鶏卵生産の技術的性格  

を考慮してこれを同年の8月からとみなすことにする。こうすることによって，鶏卵生産費年  

度を基礎にした年次鶏卵モデルとの接合もより有効になってくる。   

このようにして，欝3表に示されるように，市場隔離の影響を受けた鶏卵生産費年度49年の  

主要部市平均現実卵価（246円）が，市場隔離がなかったために4円，6円，8円，10円，それ  

に12円それより安かったと仮定した5つの場合のそれぞれについて，鶏卵生産費年度50年の中  

央鶏卵センター月別予想入荷量が導出される。ここに，最下行の（叫～（e）の値が第2表の（可～（e）  

の値と対応している。  

5 全震（東京）月別卵価の推定とその考察  

以上のように，5つのケースについて前稿で行なったのと同じ要嶺（ただし研＝0．5，／＝3  

で「修正済（月別）係数」を使用）で全農（東京）月別卵価を推定するのであるが，ここで前  

稿のように，価格発見過程モデルによる、シミュレーションの過程でおかれた仮定を列挙してお  

こう。  

（a）昭和49年8月から50年7月までの入荷量A（N）については，第3表にみられるような年   

次鶏卵モデルを利用して導出された5ケースの中央鶏卵センター月別予想入荷量を用いる  

が，昭和49年1月から7月までは前稿で用いた入荷量を使用する。   

恥）先取量D（N）については，前稿と同じ用い方をする。  

（C）現実の全農（東京）月別卵価と，中央鶏卵センターにおける現実の月別価格公表後販売   

量は，シミュレーションの過程で月別に前稿第3図のB点を表わすもぁとする。   

旭 卵価は月平均200円を割ることはない。  

前稿とは，仮定（如の用い方が異なっている点を除けばあとは同じであるL。このようにして全  

農（東京）月別卵価が推定されるが，その結果は第4表と第2図に示される′。ここで，第4真  

の「実現入荷量を使用」と記された行の値は，前稿第4表の椚＝0．5，た±3を示す行と同じも  

ー80－   



武部 隆：鶏卵市場隔離の価格効果の計測   

第3義 金島中央鶏卵センター月別予想入荷量  

のを蓋わしている（ただし本稿欝4表では昭和50年の1月から7月まで追加計算されている）。  

また第2図で＊は現実卵価を，0は実現入荷量使用の場合の推定卵価を，4は鶏卵生産費年度49  

年の主要都市平均卵価が市場隔離がなかったため4円安かったと仮定した場合の推定卵価を，  

1は同様に10円安かったと仮定した場合の推定卵価をそれぞれ示している。図の右の方へ価格  

－81－   
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武部 隆：鶏卵市場隔離の価格効果の計測   

第4義 金農（束京）月別卵価の推定（桝＝0烏7＝3で修正辞儀数使用）  
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（×100倍する），下の方へ年と月がとられている。また図の右端にたとえば＊041と打たれてい  

るのは，これらがすべて重なっていることを示している。さらに図の下へは，＊，0，4，1  

に対応した現実または推定卵価が示されている。  

●●●  つぎにこれら全農（東京）推定卵価について考察を加えよう。前稿のむすびで，実察に昭和  
49年において自主ならびに事業団諷整保管それに液卵公社の市場介入がまったく行なわれず  

に，卵価が現実倍以上に大幅に下がっていたとするならば，鶏卵生産者の生産意欲に階層どと  

の変化がおこり，昭和49年の秋から冬にかけての大幅な生産量の減少とより一層の高卵価がも  

たらされていたかもしれず，その結果として昭和49年の全農（束京）年平均卵価が現実値（27＄  

円）に近くまで，あるいは現実値以上になっていたかもしれないのである，とのペておいた。  

第4真の「昭和49年平均」を表わす列をみるこのことがよく理解される。市場隔離の影響を受  

けた鶏卵生産費年度49年の主要都市平均現実卵価（246円）が，市場隔離がなかったために4円，  

6円，8円，10円，それに12円それより安かったと仮定した場合，主要都市平均推定卵価が，  
問題にしている範囲では低いはど昭和49年全農（蔑京）推定卵価が高くなっており，11円くら  

い安かったときに昭和49年全農（東京）現実卵価に相当する全農（東京）相場が生まれていた  
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ものと推察される。前稿では，2行目の258円だげを導き出しそいたことを想起すれば，第4  

表が興味ある計算結果を示していることが理解されよう。   

欝4表には，昭和50年7月までの全農（東京）推定卵価をも併せて掲載しているのでこれに  

ついてもみてみよう。鶏卵生産費年度49年の主要都市平均推定卵価が12円安い場合には，昭和  

49年の後半から50年の前半にかけて非常に高い全農（東京）卵価が推定される反動もあって 

か，昭那0年の3月～4片ころから他のケースと比較して急落しはじめること，6円安い頃合  

にほ暗和50年4月から他のケースのどの月別推定卵価よりも高くなること，この2つが特徴と  

してあげられよう。しかしながら，鶏卵生産費年度50年平均と第4表にみられる全期間（19ケ  

月）を通じての平均の両者の平均値のそれぞれのケースの大小順位は，昭和49年平均の大小順  

位と同／じになっている。   

さらに最後列の数値をみると，第4表における全期間（19ケ月）を通じての全農（東京）平  

均卵価が読みとれるが，市場隔離が実施された結果としての現実卵価（286円）と等しい卵価が  

推定されているのは，鶏卵生産費年度49年の主要部市平均推定卵価が主要都市平均現実卵価  

（246円）より10円安い場合であり，しかもこれが分岐点になっていることがわかる。   

このようにみてくると，昭和49年の全農（東京）における市場隔離の価格効果は，鶏卵生産  

者の反応を組み込むことにより，前稿でみたような大きなものではなくなり，昭和49年ないし  

は49年1月から50年7月までの平均価格にしてみればわずかであったということができよう。  

6 む  す  び  

前稿ならびに本稿で，全農（東京）における昭和49年の鶏卵市場隔離の価格効果を計測した  

が，実はともにその議論の展開にあたって，暗黙のうちにわが国鶏卵市場あるいは鶏卵生産者  

の出荷対応に関して重要な仮定をおいていた。それは，昭和49年の1月から7月にかけての中  

央鶏卵センターへの月別入荷量に，市場隔離の有無にかかわることなく実現入荷量を用いたこ  

とと関係している。そこでは，市場隔離による卵価上昇効果の影響を通じた鶏卵の中央鶏卵も  

ンタ⊥への・入荷量の増大は，微々たるものかないしは無視できるものと想定されたのである。  

昭和49年の着から夏にかけては，何か突発的・制度的な要因により東京市壊したがって中央鶏  

卵センターへの入荷量が増大したが，それは市場隔離の影響によるものではなかったという仮  

定である。   

この仮定は，需給関係を反映した卵価を指標にしてわが国の鶏卵市場間を動く鶏如の量がき 

わめてわずかであること，なちびに鶏卵生産者の出荷先もきわめて固定的であることを意味し  

ていると同時に，この仮定のもとでは，鶏卵生産費年度43年から48年にかけて現実の全農て東  

京）卵価と主要都市平均卵価とにほとんど差がみられなかったことに対する説明として，偶然  

がなさせた仕業であると理解する必要を生じさせる。  
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このような仮定のもとに導かれた市場隔離の価格効果が前稿とくに本稿の以上までの結果で  

あったが，そのなかでも「市場隔離の影響を受けた鶏卵生産費年度49年の主要部市平均卵価  

（246円）が，市場隔離がなかったために4円それより安かったと仮定した瘍合」の価格効果  

（第4表参照）を，ここでは「融通性ゼロパーセントの価格効果」といちておこう。この仮定  

のもとでは4円安程度がもっとも合理的となるからである4）。  r   

このようにみてくると「融通性100パーセントの価格効果」はどれくら一いになるかに・ついて  

興味がもたれる。‘融通性コ00パーセントということば，高卵価を求めて鶏卵市場間の鶏卵の動  

きがきわめて活発になされていること，また生産者もつねに高卵価を求めて出荷するというこ  

とが前提に一されることである。もちろん現実は融通性ゼロパーセントと100パーセントとの中  

間にあるが，どの付近に位置するかについては綿密な実態調査をとまたねばならない。   

融通性100パーセントを仮定した場合の昭和49年の鶏卵市場隔離の価格効果は，さわめて簡  

便な方法を用いてはとんど無しに等しいと計測される。つまり，昭和49年の市場隔離は，融通  

性】00パーセントの場合，昭和49年平均ないしは49年1月から50年7月までの19ケ月平均でみ  

た全農（東京）卵価にはとんどなんの影響も及ぼさなかったということができるのである占）。   

全農（東京）における真の市場隔離の価格効果は，「融通性ゼロパーセントの価格効果」と  

「融通性100パーセントの価格効果」との中間にあると思われるが，以上の議論を総合すると，  

昭和49年の全農（東京）における市場隔離の価格効果は，昭和49年平均ないしは49年1月から  

50月7月までの】9ケ月平均でみた全島（東京）卵価に5円前後の価格上昇効果をもたらしたと  
いうことができよう8）。  

4）市場隔離がなかった場合の鶏卵生産費年度49年の金農（東京）卵価が，現実卵価より年平均で18円低  
かったことをみたが，この仮定のもとでは，主要都市平均推定卵価を現実の主要都市平均卵価より3～  

4円低めることがわかる。   

5）融通性100パーセントを仮定した場合の昭和49年1月から7月にかけての中央鶏卵センターへの月別  

予想入荷量は，昭和48年の1月から7月にかけての中央鶏卵センターへの入荷量がそれぞれの月の全国  

総生産畳に占める割合をそのまま昭和49年の1月から7月の月別全国総生産量に乗じるという便宜的方   

法により求められる（欝5蓑）。このようにして，前稲ならびに本稿で行なっ鞍のと同じ要儀（㈹＝0・5，   

J＝3で「修正済係数」使用）で昭和49年1月から7月にかけての全農（東京）月別卵価を推定すると，  

欝6表のようになる。これをみると，昭和49年の1月から7月にかけての平均全農（東京）推定卵価が  

第5表 融通性ユ00パーセントを仮定したときの中央鶏卵センターへの予想入荷量  
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第ぢ義 金農（東京）月別卵価の推定   

同時期の平均金農（東京）現実卵価よりわずか1円しか低くなっていないこと，したがって鶏卵生産費   

年度50年の中央柳センターへの月別予憩入荷量ほ，同時期の市境隔離の影響を受けた実現入荷量とほ   
とんど同じとみなしうること，これらのことを考慮すると昭和49年の市境隔離は，融通性100パーセン  

トの場合，昭和49年平均ないしは49年1月から50年7月までの19ケ月平均でみた全農（東京）卵価にほ   
とんどなんの影響も及ぼさなかったということができよう。  

6）全島（東京）における昭和49年平均ないしは昭和49年1月から50年7月までの19ケ月平均でみた市場   

隔離の価格上昇効果は，融通性100パーセントに近づくほどゼロに近く，融通性ゼロパーセントに近づ   

くはど10円に近づく（第4表）ことに留意されたい。ここでは中間付近をとって5円前後とした。  
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